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す
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す

わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史にIi
ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田園教育文化都市をめざす市民としての胃

りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民憲章を定めます
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにしま了
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにしま了
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにしま了
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで鰭しあいきまりを守り明るいあびこにします

我孫子市役所秘書室広報広聴課
〒270－11我孫子市我孫子185BE0471(BS)1111
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市
で
は
、
こ
れ
ま
で
「
市
長

へ
の
手
紙
」
を
は
じ
め
、
市
民

恋
識
調
塞
な
ど
を
通
し
て
、
み

な
さ
ん
の
貴
重
な
ご
意
見
や
要

望
等
を
市
政
に
反
映
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
の
時
代
背
景

や
目
ま
ぐ
る
し
い
社
会
・
経
済

情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
市
を
取

り
巻
く
環
境
も
著
し
く
変
動
し
、

か
つ
市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
識

や
要
望
等
も
複
雑
多
様
化
し
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
、
よ
り
市
民

犬や猫琶飼｡乙､る皆さんご近
所に魅惑をがけ乙、きせんか

耐
蹴
碧
ニ
タ
ー
葱
葛
畠
鑿
蕊
藷

任
期
中
、
我
孫
子
市
に
お
住
ま

あ
な
た
の
声
を
市
政
に
反
映

一一一

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
市
政
の
発
展

を
図
る
目
的
に
、
ｍ
月
か
ら
〃
市

政
モ
ニ
タ
ー
制
度
〃
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

市
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
日
頃

み
な
さ
ん
が
、
市
政
の
進
め
方
な

ど
に
つ
い
て
、
「
ど
の
よ
う
に
考

え
、
何
を
求
め
て
い
る
の
か
」
を

具
体
的
に
市
政
に
反
映
さ
せ
る
も

の
で
す
。

今
回
、
第
１
期
市
政
モ
ニ
タ
ー

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

〃
あ
な
た
の
声
〃
を
ぜ
ひ
、
市
政

に
反
映
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す

動
物
鐘
讓
誌
一
農
霞
帰
を
守
づ
た
飼
い
靜
蕃

市
に
は
犬
や
猫
に
関
す
る
苦
情
の
ほ
か
、
暮
ら
し
の
中
で

発
生
す
る
近
隣
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦
情
が
数
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
問
題
は
、
お
互
い
が
他
入
ご

と
と
思
わ
ず
、
ち
ょ
っ
と
し
た
配
慮
で
防
げ
る
も
の
ば
か
り

で
す
。
明
る
く
住
み
良
い
生
活
環
境
を
作
る
た
め
に
も
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
Ⅱ
広
報
広
聴
課
Ｉ

か
。
み
な
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
人
員
釦
名

▼
任
期
平
成
７
年
、
月
１
日

（
日
）
か
ら
同
９
年
９
月
調
日
（
日
）

ま
で
の
２
年
間

▼
主
な
仕
事

①
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
回
答

②
市
政
全
般
に
関
す
る
提
言
（
随

時
）

③
玉
一
夕
－
連
絡
会
議
へ
の
参
加

（
年
１
回
）

▼
謝
礼
年
間
１
万
８
０
０
０
円

▼
応
募
資
格
市
内
に
３
年
以
上 犬(猫)は愛情をもって飼いましょう

い
に
な
る
予
定
の
満
加
歳
以
上

の
方
（
た
だ
し
、
公
務
員
・
公

轍
の
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
じ

▼
応
募
方
法
。
問
沁
誇
わ
せ

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
生
年
月
日
、
性
別
、
電

話
番
号
、
市
内
居
住
年
数
、

「
市
政
モ
ニ
タ
ー
希
望
」
を
明

記
し
、
９
月
５
日
（
火
・
必
着
）

ま
で
に
〒
２
７
０
１
皿
我
孫
子

１
８
５
８
市
役
所
広
報
広
聴
課

云
（
露
）
１
１
１
１
へ

※
選
考
は
、
地
域
・
年
齢
・
性

別
を
考
慮
。
ま
た
、
結
果
に
つ

い
て
は
、
後
日
応
募
者
全
員
に

通
知
し
ま
す
。

【
あ
と
を
た
た
な
い
】
輌
謹
蕊
蕊
鑿

上
云
ハ
●
誇
胴
廻
命
岬
ｗ
》
一
日
』
信
堀
は
、
絶
対
に
犬
や
猫
を
砂
場
に
入

市
に
は
、
日
常
生
活
の
中
で
発
家
族
全
員
で
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
れ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

生
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
苦
情
が
市
長
ん
か
。
今
、
飼
い
主
の
〃
モ
ラ
ル
″
③
犬
の
鳴
き
声
が
う
る
さ
い

へ
の
手
紙
や
電
話
を
通
じ
て
数
多
が
問
わ
れ
て
い
る
と
き
で
す
。
犬
は
運
動
を
さ
せ
な
い
と
ス
ト

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
．
①
犬
の
散
歩
中
、
他
人
の
自
宅
前
レ
ス
萩
求
不
満
）
が
た
ま
り
、

そ
の
中
で
特
に
多
い
の
が
犬
や
に
フ
ン
や
放
尿
を
す
る
本
能
で
昼
夜
を
問
わ
ず
鳴
き
続
け

猫
に
関
す
る
苦
情
で
す
。
飼
い
主
犬
の
散
歩
中
は
、
小
さ
な
シ
ヤ
ま
す
。
ま
た
、
近
所
で
犬
が
鳴
く

か
ら
み
る
と
犬
や
猫
は
、
ペ
ッ
ト
ベ
ル
と
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
持
ち
、
フ
と
、
犬
の
習
性
で
周
囲
の
犬
も
鴫

と
し
て
当
然
の
よ
う
に
飼
っ
て
い
ン
は
持
ち
帰
る
。
放
尿
は
ペ
ッ
ト
き
だ
し
、
近
隣
住
民
に
多
大
な
迷

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
こ
ボ
ト
ル
を
利
用
し
、
そ
の
都
度
水
惑
を
か
け
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

う
し
た
ペ
ッ
ト
も
マ
ナ
ー
を
守
ら
で
洗
い
流
す
。
夏
は
臭
気
や
毛
の
飼
い
主
は
家
族
で
役
割
分
担
を

な
い
一
部
の
飼
い
主
の
た
め
に
真
飛
散
に
も
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
決
め
、
朝
と
夕
方
に
必
ず
散
歩
さ

か
ら
愛
情
を
持
っ
て
飼
っ
て
い
る
②
公
園
の
砂
場
で
フ
ン
・
放
尿
を
せ
る
よ
う
習
慨
づ
け
ま
し
ょ
う
。

方
に
ま
で
迷
惑
を
及
ぼ
す
結
果
に
さ
せ
て
い
る
飼
い
主
の
皆
さ
ん
〃
動
物
も
家

な
っ
て
い
ま
す
。
市
で
も
広
報
を
公
園
の
砂
場
は
子
ど
も
た
ち
の
族
の
一
員
″
で
す
。
他
人
に
迷
惑

通
じ
て
呼
び
か
け
て
い
ま
す
が
、
大
切
な
遊
び
場
で
す
。
犬
や
猫
の
を
か
け
な
い
生
活
環
境
を
作
る
た

犬
・
猫
の
苦
情
は
い
っ
こ
う
に
あ
フ
ン
・
放
尿
に
は
寄
生
虫
や
菌
を
め
に
も
十
分
な
し
つ
け
と
責
任
を

と
を
た
た
ず
深
刻
な
社
会
問
題
に
持
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
衛
生
も
っ
た
飼
い
方
を
お
願
い
し
ま
す
。

繊
憲
茎
鱸
繊
②
⑬
⑥
⑬
⑦
③
。
⑥

私
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
生
活

の
中
で
、
思
い
が
け
ず
に
発
生
す

る
の
が
、
〃
近
隣
問
題
″
で
す
。

そ
の
内
容
の
多
く
は
、
ふ
だ
ん

の
お
付
き
合
い
を
し
っ
か
り
行
っ

て
い
れ
ば
十
分
防
げ
る
も
の
で
す
。

最
近
、
市
に
は
ピ
ア
ノ
の
音
が

う
る
さ
い
と
い
っ
た
近
隣
騒
音
や

迷
惑
駐
車
な
ど
の
相
談
が
目
立
つ

飼
い
主
の
皆
さ
ん
、
生
ま
れ
た
南
町
）
壷
（
帥
）
０
０
５
０
へ
ご
相

ば
か
り
の
子
犬
（
猫
）
の
処
分
に
困
談
く
だ
さ
い
。

つ
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ま
た
奄
市
で
は
《
毎
週
木
曜
日

不
幸
な
生
命
を
誕
生
き
せ
な
い
の
午
前
中
、
市
役
所
本
庁
守
衛
室

た
め
に
も
飼
い
主
は
避
妊
や
去
勢
で
、
犬
・
猫
の
引
き
取
り
を
行
っ

手
術
を
受
け
さ
せ
る
か
、
責
任
を
て
い
ま
す
の
で
・
印
鑑
と
処
分
し

も
っ
て
引
き
取
り
手
を
探
し
ま
し
た
い
犬
・
猫
を
直
接
、
連
れ
て
き

ょ
う
。
万
一
、
処
分
し
た
い
場
合
て
く
だ
さ
い
。

は
、
県
動
物
愛
謹
セ
ン
タ
ー
（
沼
▼
問
い
合
わ
せ
広
報
広
聴
課

【
隣
人
関
係
は
大
切
に
】

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
法
律
の
適

用
が
難
し
い
反
面
、
〃
ち
ょ
っ
と

し
た
気
配
り
〃
で
解
決
で
き
る
も

の
ば
か
り
で
す
。
近
所
同
士
な
の

で
言
い
に
く
い
、
仲
を
悪
く
し
た

く
な
い
な
ど
と
た
め
ら
わ
ず
、
日

頃
の
お
付
き
合
い
と
何
で
も
気
軽

に
話
が
で
き
る
〃
信
頼
関
係
″
を

作
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

回

巻
い
へ
の
繍
鶴
幽
篤
懸
鐙

０第圓
鯛
謝
組
撚
繋
騨

關
圃
市
民
プ
ラ
ザ
弱
州
一
夫
走
狗
唾

高
齢
社
会
に
つ
い
て
考
え
る
ス
ロ
ー
プ
、
歩
行
器
、
車
椅
子

催
し
、
第
ｍ
回
「
老
い
へ
の
対
用
雨
具
、
杖
、
靴
）
な
ど
を
展

応
を
探
る
」
は
、
８
月
”
日
示
、
体
験
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

（
日
）
、
市
民
プ
ラ
ザ
で
開
催
。
楽
紹
介
コ
ー
ナ
ー

今
回
は
浦
島
太
郎
体
験
（
高
在
宅
で
の
生
活
を
支
え
る
各

齢
者
疑
似
体
験
）
や
外
出
を
テ
極
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
デ
イ
サ
ー

ー
マ
に
し
た
各
種
介
謹
用
品
の
ビ
ス
・
ヘ
ル
パ
ー
派
遺
・
配
食

展
示
コ
ー
ナ
ー
も
用
意
。
．
〃
助
サ
ー
ビ
ス
）
を
は
じ
め
、
ボ
ラ

け
合
い
の
あ
る
明
る
い
ま
ち
″
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
、
主
な
も
の

で
生
き
生
き
と
暮
ら
し
続
け
る
を
ビ
デ
オ
で
紹
介
し
ま
す
。

こ
と
が
で
き
る
よ
う
皆
さ
ん
と
今
住
宅
改
造
コ
ー
ナ
ー

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
小
き
な
改
造
で
大
き
な
手
助

争
浦
島
太
郎
体
験
．
Ｉ
ナ
ー
け
を
し
ま
す
。

玉
手
箱
を
開
い
た
浦
島
太
郎
＊
手
す
り
・
段
差
の
解
消
や
ス

に
な
っ
た
気
分
で
あ
な
た
も
高
ロ
ー
プ
等
住
宅
改
良
＊
地
震
等

齢
者
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
に
よ
る
家
具
の
転
倒
防
止
器
具

▼
内
容
電
話
、
ド
ア
の
ノ
ブ
、
の
展
示
＊
マ
ン
ガ
サ
ザ
エ
さ
ん

缶
切
り
、
階
段
、
ト
イ
レ
、
風
の
家
の
改
良
前
後
の
模
型
展
示

デ
イ

呂
、
視
覚
体
験
＊
Ｄ
Ｉ
Ｙ
ヘ
ル
プ
の
紹
介
ほ
か

▼
時
間
午
前
、
時
釦
分
か
ら
今
そ
の
他

午
後
４
時
釦
分
（
体
験
希
望
者
高
齢
者
の
た
め
の
フ
ァ
ッ
シ

に
は
当
日
受
け
付
け
で
予
約
券
ヨ
ン
、
ン
ヨ
ー
や
在
宅
ケ
ア
・
健

を
配
布
し
ま
す
）
康
・
リ
ハ
ビ
リ
相
談
を
は
じ
め
、

※
体
験
希
望
者
は
ズ
ボ
ン
を
用
手
作
り
カ
ー
ド
、
健
康
体
操
．

意
し
て
く
だ
さ
い
Ｉ
ナ
ー
も
行
い
ま
す
。

季
介
護
用
品
の
展
示
。
体
験
．
※
詳
し
く
睦
高
齢
者
福
祉
課

Ｉ
ナ
ー
垂
（
妬
）
１
１
１
１
ま
た
は
健
康

外
出
を
テ
ー
マ
に
各
種
介
謹
管
理
課
壷
（
師
）
１
１
３
１
へ
お

用
品
（
車
椅
子
、
電
動
三
輪
車
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
き
い
・

龍振力､らの榊Lのﾒｯｾーｼ゙こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

去る1月17日の阪神・淡路大震
災以来、我孫子市民の皆様から心
強い励ましと多くのご支援をいた
だき、誠にありがとうございまし
た。心からお礼申しあげます。
お陰様で震災復旧・復興事業も

順調に進みはじめ、街中も徐々 に
落ちつきを取り戻しつつあります。
今後とも一日も早く芦屋のまち

の再生を成し遂げるため、全市を
上げて取り組んでまいりますので、
皆様のご支援を賜りますようよろ
しくお願い申しあげます。

平成7年7月

兵庫県芦屋市長北村春江

▼
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市
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

の
教
訓
か
ら
大
規
模
災
害
に
対
し

９
月
１
日
（
金
）
「
防
災
の
日
』
に
天
王
台
北
部
地
域
で
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

！
Ｉ

⑭

11－‐ロ

今
回
、
初
め
て
陸
上
・
海
上
自

衛
隊
も
参
加
し
、
災
害
に
備
え
た

訓
練
を
行
い
ま
す
。

訓
練
当
日
は
、
天
王
台
北
部
地

域
に
限
定
し
た
防
災
行
政
無
線
に

よ
る
避
難
訓
練
の
放
送
や
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
の
低
空
飛
行
に
よ
る
被
災

状
況
の
把
握
訓
練
も
行
い
ま
す
の

で
、
区
域
内
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
９
月
１
日
（
金
）
午
前
９

時
か
ら
正
午
（
雨
天
の
場
合
中
止
）

▼
訓
練
場
所
＊
市
役
所
・
天
王

台
北
近
隣
セ
ン
タ
１
．
・
災
害
対
策

本
部
・
地
域
対
策
支
部
の
設
壷
お

よ
び
情
報
の
収
集
と
伝
達
＊
我

孫
子
第
一
一
一
小
学
校
（
避
難
所
）
…

避
難
・
炊
き
出
し
、
仮
設
ト
イ
レ

の
設
置
・
救
謹
、
陸
上
自
術
隊
に

よ
る
応
急
給
水
＊
柴
崎
台
４
号

公
園
…
市
民
に
よ
る
初
期
消
火
・

救
助
訓
練
＊
柴
崎
第
５
号
公
園

・
・
救
出
訓
練
＊
区
域
全
域
．
：
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
（
道
路
、
電
気
、
ガ

ス
、
電
諺
に
関
す
る
情
報
の
伝

達
・
広
報
、
警
察
に
よ
る
道
路
交

通
対
策
、
海
上
自
衛
隊
に
よ
る
上

空
か
ら
の
状
況
把
握
等

▼
参
加
機
関
陸
上
・
海
上
自
衛

隊
、
我
孫
子
警
察
署
、
東
京
電
力
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
我
孫
子
ガ
ス
、
市
医
師

会
、
市
消
防
団
、
我
孫
子
第
三
小

学
校
、
市
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
、
柴

崎
・
柴
崎
台
・
青
山
・
青
山
台
各

自
治
会
、
青
山
台
自
主
防
災
組
織

ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

課
防
災
係
電
（
妬
）
１
１
１
１

１1夏
休
み
も
真
っ
最
中
。

青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
で

は
今
年
も
映
画
会
を
開
催
し
ま
す
。

夏
休
み
の
思
い
出
づ
く
り
に
、

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
時
間
い
ず
れ
も
午
後
７
時
か

ら
９
時
（
参
加
費
無
料
）

▼
場
所
下
表
参
照
（
場
所
が
校

庭
の
場
合
、
雨
天
時
は
体
育
館
に

変
更
し
ま
す
｝

▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
壷
（
蓮
１
１
５
１

夏
休
み
親
子
映
画
会
を
開
催

’

現況届。所得状
況届の提出を

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
方
は

現
況
届
を
、
特
別
児
童
扶
養
手
当

受
給
者
の
方
は
所
得
状
況
届
を
９

月
ｎ
日
（
月
）
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

届
け
出
を
し
な
い
場
合
、
８
月

分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
、
２
年
以
上
届
け
出
が
な
い

と
、
時
効
に
よ
り
手
当
を
受
け
る

権
利
が
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
日
程
下
表
参
照

▼
場
所
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
つ
つ
じ
荘
」

▼
時
間
午
前
９
時
釦
分
か
ら

▼
対
象
市
内
在
住
で
釦
歳
以
上

▼夏休み親子映画会日程

高齢者文化祭

参加者を募集

｡

そ
れ
ぞ
れ
の
手
当
を
受
給
し

て
い
る
方
に
は
、
８
月
上
旬
に

届
け
出
用
紙
を
郵
送
し
て
い
ま

す
の
で
必
要
書
類
を
添
え
て

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
提
出
先
。
問
い
合
わ
せ
児

童
扶
養
手
当
：
児
童
保
育
課
査

（
顕
）
１
１
１
１
内
線
３
４
７
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
…
障
害
福

祉
課
査
（
顕
）
１
１
１
１
内
線
３

５
０

▼高齢者文化祭日程の
方
、
お
よ
び
老
人
ク
ラ
ブ
会
員

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
老

人
ク
ラ
ブ
会
員
は
会
長
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
一
般
の
方
は
ハ

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

「
が
ん
ば
れ
ま
あ
ち
ゃ
ん
」
「
ホ

シ
ガ
リ
姫
の
冒
険
」
「
ネ
ズ
ミ
さ

ん
の
恩
返
し
」

性
別
、
年
齢
、
参
加
部
門
、
囲
碁
・

将
棋
参
加
者
は
段
・
級
位
を
明
記

し
、
８
月
妬
日
（
金
・
必
着
）
ま

で
に
我
孫
子
１
８
５
８
高
齢
者
福

祉
課
垂
（
蓮
１
１
１
１
内
線
３
１

０
へ座生募 自

賠
責
保
険
の
継
続
契
約
を
お
忘
れ
な
く

唇
に
憾

鳥
の
博
物
館
と
山
階
鳥
類
研
究

所
共
催
の
鳥
学
識
座
も
５
回
目
。

今
年
の
テ
ー
マ
健
鳥
の
博
物
館

企
画
展
「
沖
縄
の
野
鳥
ｌ
ヤ
ン
パ

ル
の
鳥
た
ち
」
に
あ
わ
せ
「
ヤ
ン

バ
ル
ク
イ
ナ
は
生
き
残
れ
る
か
．
、

ク
イ
ナ
の
保
謹
と
現
状
」
で
す
。

軍5回烏学講座)－－＊

｢ヤンバルクイナ

は生き残れるか」

第5回烏学講

守

Ｆ
１

ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
発
見
の
状
況

や
近
縁
種
の
グ
ア
ム
島
に
生
息
す

る
グ
ア
ム
ク
イ
ナ
霊
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
ロ
ー
ド
ハ
ウ
島
に
生
息
す

る
ロ
ー
ド
ハ
ウ
ク
イ
ナ
が
絶
滅
の

危
機
か
ら
よ
み
が
え
っ
た
保
謹
増

殖
例
を
紹
介
し
、
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ

ナ
の
置
か
れ
て
い
る
現
状
と
将
来

に
つ
い
て
、
と
も
に
考
え
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
８
月
妬
日
（
土
）
午
後
１

時
鋤
分
か
ら
３
時
鋤
分

▼
場
所
鳥
の
博
物
館

▼
講
師
尾
崎
清
明
氏
（
山
階
鳥
一

念
よ
あ
き

▼
定
員
先
着
釦
名
（
当
日
会
場
一

類
研
究
所
標
識
室
長
）

で
受
け
付
け
）

▼
参
加
壷
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
鳥
の
博
物
館
壷

（
妬
）
２
２
１
２

8月25日(金)までに〒

285佐倉市下志津292‐

13東邦大学佐倉看謹専

門学校詮043(462)8811

■

面|■1劃

大
規
模
地
震

体
制
計
画
の
概初

要動

福祉活動を行う団

体に補助金を交付
社会福祉事業基金運用益の一部を活用

こ
の
制
度
は
、
社
会
福
祉
事
業
▼
補
助
対
象
事
業

基
金
の
運
用
益
（
利
息
）
の
一
部
＊
在
宅
福
祉
等
の
普
及
お
よ
び

を
活
用
し
て
、
市
内
の
福
祉
関
係
向
上
に
関
す
る
事
業

の
民
間
団
体
が
事
業
を
新
た
に
開
＊
健
康
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ

始
し
た
り
、
さ
ら
に
拡
張
す
る
と
く
り
の
推
進
に
関
す
る
事
業

き
に
そ
の
団
体
の
初
期
活
動
の
安
＊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活
発

走
化
を
図
る
た
め
に
補
助
金
と
し
化
に
関
す
る
事
業

て
交
付
す
る
も
の
で
す
。
現
在
▼
申
込
方
法
平
成
７
年
度
事

事
業
基
金
は
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
業
…
協
議
書
（
厚
生
課
に
用
意
）

寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
と
市
の
一
般
と
事
業
計
画
書
、
予
算
書
、
規

財
源
か
ら
の
種
み
立
て
に
よ
り
４
約
、
総
成
員
名
簿
を
提
出
平

億
１
１
０
０
万
円
と
な
り
壷
こ
の
成
８
年
度
事
業
・
・
協
議
書
を
９

市
で
住
社
会
福
祉
事
業
基
利
息
の
う
ち
２
２
０
万
円
を
補
助
月
調
日
（
金
）
ま
で
に
提
出
。

金
を
有
効
に
活
用
し
市
民
と
一
金
と
し
て
予
算
化
し
て
い
ま
す
。
※
い
ず
れ
も
、
提
出
後
に
審
査

体
と
な
っ
て
地
域
福
祉
を
推
進
補
助
期
間
は
原
則
と
し
て
３
年
し
、
交
付
の
決
定
を
行
い
ま
す
。

す
る
た
麹
今
年
の
７
月
か
ら
間
補
助
額
は
事
前
に
提
出
し
て
▼
提
出
先
。
問
堂
目
わ
せ
厚

「
社
会
福
祉
事
業
基
金
運
用
益
い
た
だ
く
協
議
書
に
よ
り
審
査
の
生
課
霊
一
（
顕
〉
１
１
１
１
内
線
３

金
活
用
制
度
」
を
設
け
ま
し
た
。
上
予
算
の
範
囲
内
で
決
定
し
ま
す
。
８
５

１
１
１

総
合
防
災
訓
練
↑

児童扶養手当・
特別児童扶養手当

受給者の皆さんへ

8

月
記
日

（
月
）

布
佐
南
小
学
校
体

育
館

８
月
妬
日

（
土
）

新
木
小
学
校
校
庭

「
ナ
シ
ち
ゃ
ん
の
け
や
き
」
「
ミ

ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
の
キ
ャ
ン
ピ
ン

グ
カ
ー
」
ほ
か

８
月
蛎
日

へ

令
竺－夕

我
孫
子
第
四
小
学

校
校
庭

「
ア
リ
と
キ
リ
ギ
リ
ス
」

「
ホ
シ
ガ
リ
姫
の
冒
険
」

「
ネ
ズ
ミ
さ
ん
の
恩
返
し
」

「
眠
れ
ぬ
夜
の
小
さ
な
お
話
し
」

（
柴
崎
台
中
央
公
園
の
み
）

８
月
躯
日

へ

火
一

根
戸
小
学
校
校
庭

８
月
岨
日

零
営

柴
崎
台
中
央
公
園

（
雨
天
時
は
我
孫
子
第

三
小
学
校
体
育
鯨
）

８
月
皿
日

へ

金
曹

我
孫
子
第
一
小
学

校
校
庭

日
程

堵
所

内
容

９
月
略
日

へ

十
，一三

｛
展 覧 会

生花、書道、写真、絵画、

手芸、短歌、俳句など

※ただし16日は午前中
｝

囲
碁
・
将
棋
大
会

９
月
晦
日

へ

祝

、

P

d

演 芸会

民 謡

舞 踊
歌謡曲
手品

浪曲
寸劇

F

d

h

９
月
型
日

禾
一

口

日
程

内

客

講座名（場所）

川
別

保育ボランティア

コース（千葉市勤

労市民プラザ）

※保育室あり

自然活動ボランテ

ィアコース（順天
堂大学佐倉キャン

パス）

介護ボランティア

コース（東邦大学
佐倉看謹専門学校）
蕊ホーム"、ルノ●－

3級取得可

日程

'9月14日から12月
7日までの毎週木
曜日、午前10時か

|ら正午

9月2日から11月

25日までの毎週土

曜日、午後1時か

ら4時

9月14日から11月

30日までの毎週木

曜日､午前10時30分
から午後2時30分

申し込み･問い合わせ

8月21日(月)までに〒

瀞
8月19日(土)までに〒

270-16印旛郡印旛村平

賀学園台1-1順天堂大

学念0476(98)1001
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’ 「
障
害
者
の
方
が
、
私
の
歌
を

聞
い
て
涙
を
流
し
て
い
る
の
を
見

た
時
は
鳥
肌
が
立
ち
ま
し
た
」
と

語
る
の
が
、
演
歌
歌
手
の
三
森
と

お
る
さ
ん
。
会
社
勤
め
の
傍
ら
、

歌
手
活
動
と
福
祉
施
設
へ
の
訪
問

を
続
け
て
い
る
。

歌
手
の
道
を
志
し
た
の
は
、
音

楽
好
き
だ
っ
た
兄
の
影
響
で
中
学

生
の
頃
か
ら
。
天
性
の
声
に
も
恵

ま
れ
、
巧
歳
の
と
き
に
は
近
く
の

市
で
行
わ
れ
た
の
ど
自
慢
で
優
勝

し
た
経
験
も
・
・
・
。
両
親
か
ら
は
、

「
ま
と
も
な
人
間
の
仕
事
じ
ゃ
な

い
」
と
厳
し
く
反
対
さ
れ
た
が
、

歌
手
へ
の
夢
を
捨
て
切
れ
ず
に
四

歳
の
と
き
家
出
同
然
に
上
京
。
プ

ロ
歌
手
を
目
指
し
懸
命
に
努
力
す

る
が
、
現
実
は
想
像
以
上
に
厳
し

「竺鵠．
a■

アポイン トメン ト

垂－ルスに言注意〃

可

■

璽
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス
て
い
か
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

を
鯰
灘
篭
灘
ゞ
窪
蕊
震
オ
ペ
レ
皇

意
建
諸
蕊
濠
鮮
Ｌ
菫
…
”

（
市
民

ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。
に
書
面
で
絵
本
作
家
と
し
て
内
外
で
多
く

注
》
ご
ゞ
蓬
蕊
葦
醤
騨
蓬
無
窮
蕊
騨
灘
饗

８

ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て
い
ま
す
。
遊
律
上
「
訪
問
販
売
」
に
該
当
し
、
た
け
う
た
」
が
、
市
民
の
手
で
オ

ぴ
に
来
て
く
だ
さ
ど
な
ど
と
誘
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
に
よ
り
、
ベ
レ
ッ
タ
に
な
り
ま
し
た
。

八
に
蕊
零
罐
蘂
灘
霊
澱
鬘
。
謬
蕊
騨
薙

ｒ
ス
篭
簾
震
鎭
膳
註
迩
蔑
鳶
霊
霊
蕊

ル
窯
薑
に
し
て
薑
せ
籠
調
篭
霊
蕊
饗
舞
う
た
」

ザ

商
品
は
高
額
な
も
の
が
多
い
た
証
拠
が
残
る
よ
う
に
内
容
証
明
郵
▼
日
時
９
月
詔
日
（
祝
）
午
後
１

■
■
一
め
、
そ
の
場
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
便
か
、
は
が
き
の
場
合
は
コ
ピ
ー
時
雰
開
誤
霊
鶉
開
演

を
結
ぶ
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
を
取
り
簡
易
書
留
に
し
ま
し
ょ
う
。
▼
作
曲
小
室
等

州
セ
妻
参
臺
臺
く
、
〃
レ
ジ
ゞ
卜
妻
の
誉
γ
雷
篝
子

持
に
加
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
方
販
売
会
社
と
同
様
の
書
面
を
ク
レ
▼
企
画
構
成
鶏
酔
律
子
・
松
本

の
被
害
が
目
立
ち
ま
す
。
ジ
ッ
ト
会
社
に
も
送
り
ま
し
ょ
う
。
圭
子
・
市
民
プ
ラ
ザ

ノ
こ
う
し
た
鑿
巨
に
あ
わ
な
い
た
▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
消
▼
入
場
料
５
０
０
円
筌
席
自

め
に
は
、
誘
い
に
の
っ
て
出
か
け
賛
生
活
係
電
弱
）
１
１
１
１

由
）

ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
＃
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
も
＃
＃
脅
令
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
＃
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
＃
＃
骨
骨
＃
＃
＃
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
§
ｆ
ｆ
ｆ
…
域

宮
口
１
１
‐

■
０
■
■
Ｐ
ｕ
侃
巳
■
同
ｈ
■
Ｆ
６
Ｕ

ｌ
ｆ

や

演
歌
が
が
わ
く
心
塑
心
》

函

や

く
挫
折
。
託
歳
の
と
き
、
未
練
を

断
ち
切
っ
て
会
社
勤
め
を
始
め
た
。

し
か
し
、
昭
和
諏
年
に
手
賀
沼

市
民
ま
つ
り
で
の
ど
自
慢
に
優
勝

し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
再
び

歌
手
へ
の
夢
を
駆
り
立
て
ら
れ
る
。

仕
事
と
掛
け
持
ち
で
粘
り
強
く
挑

戦
を
重
ね
、
７
年
後
キ
ン
グ
レ
コ

ー
ド
か
ら
「
北
海
の
船
守
り
」
で

デ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

同
時
に
、
我
孫
子
・
柏
な
ど
身

近
な
地
域
や
故
郷
の
新
潟
県
内
で

福
祉
施
設
へ
の
慰
問
も
開
始
。

「
歌
で
お
役
に
立
つ
の
な
ら
」
と

始
め
た
活
動
だ
っ
た
が
、
高
齢
や

障
害
を
乗
り
越
え
て
生
き
る
人
た

ち
や
、
自
分
の
歌
に
人
生
を
重
ね

て
共
感
し
て
く
れ
る
姿
に
接
す
る

プロ歌手として

活動を続ける
みつもり

福祉

三森とおるさん
(湖北台）

う
ち
に
「
人
を
力
づ
け
な
が
ら
、

自
分
も
謙
虚
な
気
持
ち
に
な
れ

る
」
こ
と
に
心
を
捕
ら
え
ら
れ
、

現
在
も
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
へ
の

訪
問
を
続
け
て
い
る
。

「
会
社
も
福
祉
活
動
に
理
解

が
あ
り
、
ま
わ
り
で
応
援
し
・
て

く
れ
る
の
が
嬉
し
い
で
す
ね
」

と
笑
顔
を
見
せ
る
。

「
夢
は
、
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

で
、
障
害
者
や
高
齢
者
の
皆
さ

ん
の
歌
謡
発
表
会
を
開
く
こ

と
。
発
表
会
を
目
標
に
練
習
に

励
む
こ
と
で
、
少
し
で
も
明
日

へ
の
支
え
に
な
っ
て
く
れ
た
ら

と
思
い
ま
す
。
そ
の
と
き
は
私

も
仲
間
に
入
れ
て
い
た
だ
い
て
、

一
緒
に
ス
テ
ー
ジ
で
歌
い
た
い

で
す
ね
」
と
抱
負
を
語
る
。 市

民
プ

や…÷…÷や｡蕊÷…÷÷÷や÷や錨｡やつ験÷÷ ÷÷…浄q

RA語学講座

÷÷÷÷

◎
作
品
展

▼
日
時
９
月
詔
日
（
祝
）
か
ら
”

日
（
水
）
午
前
、
時
か
ら
午
後
５
時

▼
入
場
料
無
料

◎
田
島
征
三
講
演
会

▼
日
時
９
月
塑
日
（
金
）
午
後
４

時
か
ら
５
時
鋤
分

▼
入
場
料
無
料

※
保
育
室
を
用
意
（
１
人
５
０
０

円
）
・
申
し
込
み
は
電
話
で
、
８

月
誕
日
（
木
）
ま
で
に
、
あ
び
こ
子

ど
も
劇
場
盆
範
）
９
０
７
８
へ

一
．
田
島
さ
ん
を
囲
ん
で
（
交
流
会
）

『
ば
た
け
う
だ
』
・
田
島
征
三
展

プ
ラ
ザ
の
催
し
）

我
孫
子
市
国
際
交
流
協
会
（
Ａ

Ｉ
Ｒ
Ａ
）
で
は
、
前
期
識
座
に
引

き
続
き
、
次
の
と
お
り
後
期
語
学

講
座
を
開
識
し
ま
す
。

外
国
語
を
学
ん
で
、
あ
な
た
も

Ｖ
国
際
交
流
脇
膣
吟
偏
り
映
旧
仙
惇
脈

語
学
講
座
後
期
生
を
募
集

▼AI

国
際
交
流
協
会
（
Ａ
ｌ
Ｒ
Ａ
）

ラ

ザ
の
催
し

’ 視
野
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
内
容
・
日
程
左
表
参
照
禿

だ
し
、
場
所
・
時
間
等
は
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

▼
講
座
回
数
い
ず
れ
も
全
哩
回

▼
日
時
９
月
配
日
（
金
）
午
後
６

時▼
参
加
蜜
１
５
０
０
円
（
飲
み

物
・
軽
食
代
含
む
）

囮
場
所
市
民
プ
ラ
ザ

囮
入
場
券
・
交
流
会
チ
ケ
ッ
ト
発

売
所
市
民
プ
ラ
ザ
、
平
蛮
書
店
、

エ
イ
プ
患
Ｉ
舟
野
《
ブ
ッ

ク
ス
ス
ズ
キ
、
荒
井
書
店
、
レ
コ

ー
ド
あ
つ
ぶ
る
、
石
川
春
光
堂
、

市
民
会
館
内
売
店
ひ
ろ
が
り

園
問
い
合
わ
せ
市
民
プ
ラ
ザ
垂

（
銘
）
２
１
１
１

▼
講
師
英
語
・
中
国
語
を
母
国

語
と
す
る
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
で
、
８
月
鵡
日
（
金
）
午
前
、
時

か
ら
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ａ
事
務
局
壷
（
理
１

２
３
１
へ

’

七
月
半
ば
の
水
田
の
ほ
と
り
で
、

白
い
花
穂
を
直
立
さ
せ
た
ヌ
マ
ト

あ
、
」

狐
４
咽

予
し／一● @一、

】

’

■今
年
の
ｍ
月
に
国
勢
調
査
が
行

わ
れ
る
の
に
伴
い
、
千
葉
県
で
は

、
月
１
日
に
県
内
の
人
口
が
何
人

に
な
る
か
を
予
想
す
る
〃
人
口
予

想
ク
イ
ズ
〃
を
行
い
ま
す
。
皆
さ

ん
、
藩
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
資
格
県
内
在
住
の
方

ラ
ノ
オ
を
見
か
け
ま
し
た
。
そ
の

白
い
花
穂
は
下
部
が
開
き
、
上
部

は
ま
だ
つ
ぼ
み
で
し
た
。
一
つ
ひ

と
つ
の
花
は
小
さ
く
、
径
は
五
か

ら
六
ミ
リ
で
す
。

ヌ
マ
ト
ラ
ノ
オ
は
湿
地
や
流
れ

の
ほ
と
り
に
生
え
る
多
年
草
で
、

地
下
茎
を
長
く
伸
ば
し
て
繁
殖
し

ま
す
。「

ひ
と
流
れ
の
水
を
へ
だ
て
て

ご応募ください F:
』

千葉県人ﾛ予想ワイズヌマトラノオ

10月1日の県内の人口を当てよう’（さくらそう科）

▼千葉県内の人口の推移

ノ

虎
の
尾
の
白
き
花
房
ゆ
ら
ゆ

ら
と
立
つ
」
長
沢
美
津

水
辺
を
飾
る
ヌ
マ
ト
ラ
ノ
オ

は
少
女
の
よ
う
な
美
し
さ
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
丘
陵
の
日
当

た
り
の
よ
い
所
に
は
オ
カ
ト
ラ

ノ
オ
の
花
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

オ
カ
ト
ラ
ノ
オ
は
ヌ
マ
ト
ラ

ノ
オ
よ
り
も
花
穂
や
葉
が
大
き

く
、
た
く
ま
し
く
見
え
ま
す
。

ま
た
、
花
穂
の
花
も
密
の
よ
う

で
す
。「

虎
の
尾
」
と
い
う
名
は
、

白
い
花
穂
を
動
物
の
尾
に
見
立

て
て
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

花
後
に
で
き
る
果
実
は
球
形
で

小
さ
く
、
径
は
二
ミ
リ
余
り
で

す
。（

文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）Ｉ

▼
入
賞
決
定
千
葉
県
が
狸
月
に

発
表
す
る
「
平
成
７
年
国
勢
調
査

千
葉
県
人
口
速
報
」
に
よ
り
、
的

中
、
ま
た
は
こ
れ
に
最
も
近
い
方

か
ら
入
貧
者
を
決
定
（
入
賞
は
１

人
１
点
と
し
ま
す
）

▼
発
表
皿
月
中
に
入
武
者
に
通

知▼
賞
品
図
書
券
（
上
位
〃
名
）
、

妬
年
版
県
民
手
帳
（
１
０
０
名
）

▼
応
募
方
法
。
問
い
合
わ
せ
ハ

ガ
キ
に
①
予
想
人
口
②
住
所
③
氏

名
④
年
齢
⑤
職
業
を
明
記
し
、
９

月
釦
日
（
土
・
消
印
有
効
）
ま
で

に
〒
２
６
０
干
葉
市
中
央
区
市
場

町
１
の
１
県
企
画
部
統
計
課
人
口

統
計
係
壷
０
４
３
（
２
２
３
）
２

２
２
３
へ

’
崇各年､10月1日現在｡平成2年は国勢調査、
3年以降は､千葉県毎月常住人口鯛査による。

8月30日(水)から

9月5日(火)まで

雷篭駒陶鍵週園

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
４
Ｉ
ｌ
ｌ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
１
１
１
Ⅱ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ

８
月
釦
日
（
水
）
か
ら
９
月
５
日
多
く
が
基
準
に
あ
わ
な
い
施
工

（
火
）
ま
で
は
、
建
築
物
防
災
週
間
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
被
害
を
大

で
す
。
毎
年
、
火
災
や
地
震
な
ど
き
ぐ
し
た
原
因
で
す
。

の
災
害
に
よ
り
、
建
築
物
に
被
害
皆
さ
ん
の
ま
わ
り
の
塀
は
、

が
生
じ
る
と
と
も
に
、
多
く
の
尊
大
丈
夫
で
す
か
。

い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
基
準
を
守
ら
ず
に
造
ら
れ
た

千
葉
県
で
も
、
昭
和
“
年
の
束
も
の
は
補
強
工
事
で
安
全
性
を

方
沖
地
震
に
よ
り
多
く
の
プ
ロ
ッ
高
め
、
危
険
な
塀
を
な
く
す
よ

ク
塀
や
石
塀
が
倒
れ
、
人
命
に
も
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

被
害
が
出
ま
し
た
。
倒
れ
た
塀
の
▼
問
い
合
わ
せ
建
築
指
導
課

中
国
語

Ｉ
－
１
Ｆ
Ｉ

’

９
月
３
日
か
ら
毎
週
日
曜
日
午

後
２
時
か
ら
４
時

市
民
プ
ラ
ザ

ー
１
１
Ｉ

10先
名着

６
５
０
０
円

（
教
材
費
は
別
途
）

英
会
話

基
礎
Ⅱ

９
月
２
日
か
ら
毎
週
土
曜
日
午

前
９
時
訓
分
か
ら
ｎ
時
釦
分

市
民
セ
ン
タ
ー
布
佐
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

先
着

皿
名

８
０
０
０
円

（
教
材
費
は
別
途
）

英
会
話

基
礎
Ｉ

I

９
月
８
日
か
ら
毎
週
金
畷
日
午

前
加
時
か
ら
正
午

市
民
プ
ラ
ザ
・
中
央
公
民

館
仮
設
青
年
館

5先
名着

講
座
名

開
購
日
時

場
所

定
員

受
講
料

平
成
７
年
国
勢
調
査

平成2年

平成3年

平成4年

平成5年

平成6年

総人口

5,555,429人

5,626,119人

5刀692,727人

F
”，

5,789,275人

'48,919人

増加率

1.29％

1.10％

0.95％

0.68％
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圓回回国 ’’
し内容講義および見学・実習

し対象者精神保健ボランティア

として活動する意志のある方

し場所柏保健所

※申し込み方法・日程等詳しくは、

電話で9月8日(金)までに柏保健

所予防課云(67)1255へ

や

可
Ｉ
Ⅱ
８
６
Ｉ
Ｂ
Ｂ

’
は抽選）

,参加費1000円1

1

’
伝曰時9月1日から毎週金曜日

午後1時から3時

し場所市民会館（だだし、場所

が確保されだ場合に限る）

惨内容NHKラジオ講座（基礎

英語⑧）テキストを使用して学習

し会費月額2500円

し申し込み・問い合わせ電話で
あじろ

足代壷(84)1246へ

■~〆-挫愚J垂追I；
‘

■

■

勾

凶

圓国回国
第12回全国都市緑化ちばフェア

が、8月25日(金)から10月22日

(日)まで「なつかしいみどりを未

来|こ」をテーマに幕張・稲毛海浜

公園で開催されます。ご家族でぜ

ひお出かけください。

シ入場料（前売り料金）大人13

00円（1000円）、高校生1000円

(800円）、小中学生・高齢者700

円(600円）

し前売り券発売所柏そごう、J

R東日本みどりの窓□ほか

※内容等詳しくは、同フェア実行

委員会壷043(272)6139へ

伝場所市民体育館

シ日時9月9日(土)午前9;脹詔Oし種目男女シングル、男女ダブ

国国国国
し対象小学生以上び40歳以上、女子ダブルス2部は午後1時30分から（参加費無料）

し定員先 着2 0名初心者および家庭婦人似場所中央公民館

し内容レモンパイ、オリジナルシ参加責格中学生以上市内在住、伝講師千葉忠氏
’スコー ン在勤、在学者（1人2種目以内 ） 仁 定 員 先 着 3 0 名

干葉県信用保証協会は、企業と

金融機関の橋渡しをする公共的機

関で、事業資金の借り入れのお手

伝いをします。

惨対象県内で同一事業を1年以

上営んでいる中小企業者

※融資額等詳しくは、干葉県信用

保証協会保証課査043(247)0711へ

伝参加愛500円（材料代含む）

ん・台ぶきん各1枚、タッパーシ参加費1人1種目300円､中学51へ

’
(中）1個、スーパーのポリ袋生100円

’し申し込み･問い合わせ電話でし申し込み･問い合わせハがキ
｛固人事業税第1期の納付期限は

8月31日(木)です。納付書は、8

月中旬に発送しますので、早目に

納付してください。なお、便利な

口座振替もご利用できます。

伝問い合わせ柏県税事務所壷

(47)1231

根戸地区まちづくり協議会
r根戸ふるさと祭り」

’
屡目時・内容8月19日(土)午後着）までに、新木野4の24の27川時通訳がありますので、皆さんで

’喜田靖彦壷(88)9274へぜひご来場ください。4時から9時30分…模擬店、踊り

20日(目)午後1時から9時30分…
フレーフレー

2020テレフォン干葉は､育児､介

護、家事代行など役立つ情報を無

料で提供します。ご利用ください。

し受付日時毎週月曜から金曜R

（祝日を除く）午前9時30分から

午後4時30分

歩問い合わせ（財)21世紀職業財

団干葉事務所壷043(225)2020

子供みこし、綱引き大会、模擬店、

⑬⑤⑨愚息
由

▼福祉のためにと、社会福祉協議

会へお誕生日ありがとうの会様か

ら5万円、我孫子支部太子会様か

ら2万755円の寄付がありました。

伝曰時8月27日(日)午前10時か少定員先着260名参加（5日間）…5000円
夛消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00ら午後 3時惨申し込み．問い合わせ往復 ハし申し込み．問い合わせ電話で

偽内容器楽演奏、合唱、ケーム、ガキに住所、氏名、年齢、職業、8月31日(木)までに同会議実行委 蝿
翻
Ｓ
月
鰯
蝿

蚕法律相談＝市民相識室9:30～15:30(予約制）人形劇雛映画、ちぎり絵ほか電話番号､r第19回歴博フォーラム」員会事務局壷029(224)6905へ

少場所・問い合わせ布佐南近隣希望を明記し、〒285佐倉市城内
センター密(89)3740町117国立歴史民族博物館展示課

＝税務相談＝市民相談室10:00～15:00(予約制）
噴蚕消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

毒酒害相醗＝保健センター13:30～15:00
教育普及係容043(486)0123ヘ惨テーマ四季を通じての県内の

P

風景、行事、名所、｜日跡などの写 壷市役所閉庁(－部の施設は除く）

壷少年の日
シ日時8月27日(日)午後2時 真で、広報の表紙に適したもの

シ場所湖北地区公民館世日時・場所9月3日(日)午前惨規格キャビネ判以上四シ切り

し溝師中村恭子氏（川村学園女9時から午後4時、筑波山まで、カラーブリントに限る

子 大 学教授）注内容ハイキングをしながら自し申し込み．問い合わせ応募票

し定員 先 善 1 00名然に親しむ（市役 所 国 保 年 金 課 に 用 意 ） を 作

し受講料無料伝定員成人先着40名品の裏面に貼り、9月30日(土)ま

い問い合わせ湖北座会星野念世参加蓑1500円程度でに〒260-91干葉市中央区市場町

(88”001シ持 参 弁 当 、 動 き や す い 服 装1の1干葉県社会部国民年金課内

l

I

※詳しくは、電話で8月20日（日）千葉県国民年金協議会壷043(223）

までに、流山青年の家容(59)20042389へ

伊日時・場所9月30日(土)午後へ
－

2時開演、千葉市民会館

し内容日本舞躍r古典の妙」 惨日時10月29日(日)午前11時か

シ入場料無総I 、 親 子 工 作 教 室 と 住 宅相談ら午後3時

仁申iし込み・問い合わせ往復ハ伝曰時8月27日(日)午前10時かし場所船橋市勤労市民センター

ガ キに佳所、氏名、 年 齢 、 職 業 を ら 午 後 3時惨出場者県内在住・在勤で60歳

明記し、〒260干葉市中央区中央シ場所新木児童公園以上の方（10月29日現在）

4の13の28干葉県教育庁生涯学習＠木造住宅の無料相談少作品・出場方法本人、家族、

部文化課芸術フェスティバル記念シ曰時9月3日(日)午前10時か友人等（年齢問わず）が作製し、●
、

公演係査043(223)4127へら午後3時出場者が着用すること 蕊
少場所手賀沼公園多目的広場し定員100名

園内容等詳しくは、干葉土建我孫世申し込み・問い合わせ電話で

惨日時・場所g月23日(祝)午前子支部念(85)93く4ヘ （財)県長寿ふれあいセンター事業

鵬10時から午後4時、アビイホール 課垂043(244)7159に申込書を請求

し、必要事項を記入のうえ9月29伝内容アパート、貸家の諸問題、

増・改築の建築問題ほか似曰時・場所8月19日(土)、20日（金・必着）までに同課へ郵送

シ相談異弁護士、詫理士ほか日(日)午後6時30分から9時30分、

し問い合わせ（社)県宅地建物取菱田第2公園（雨天の場合は中止）

引業協会我孫子支部念(89)2535シ問い合わせ薑耐孟(82)0971

初任者のための精神保健
ボランティア研修会受講者 8月31日附は、市県

民税第2期分の納付期

限です。忘れずに納め

ましょう。なお、口座

振替にすると納め忘れ

もなく便利です。ぜひ

ご利用ください。

収税課厭(85)1111

’
やまもとゆか

山本有華ちゃん
(湖北台・1歳4か月） ｢太M蔭を楽しもう｣参加者

やさしい英会話教室生

第12回全国都市緑化ちば
フェア前売入場券発売中

市民バドミントン大会

学校週5日制関連行事
｢手作りお菓子を作ろう」

故書解読入門講座捌生

保澗融資で企業の繁栄を

個人事業税の納付を
J_圭一一,

第6回世界湖沼会議
霞ケ浦’95参加者

育児､介護､家事代行などの
情報を提供r2020テレフォン」

第19回歴博フォーラム
r近現代史展示の可能性』

増勢需穎鯉霧

Ⅱ⑰水

17木

18金

19土

Z⑪⑧

21月

22火

2詞水

24木

25金

26土

Z7e

月

29火

30水

31木

壷
毒

白曜当審医＝テレホンサービス

休日裁急菌科診展日=休日救急齢膨劇界(市民会館内)9:Ⅱ~11:30
毒結婚相談＝社会福祉協議会10:00～14:00
壷家庭の日

@壷消寅生活相談＝市民相談室10:00～15:00
壷心配ごと相談＝社会福祉協議会9:00～15:00
=市民会館・市民図書館・鳥の博物館休館
匡壷つつじ荘・西部福祉センター休館

…法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

壷消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
壷アルコール家族教室＝天王台青年館13:30～15:30

壷市民ブラザ休館

・水道料金納入期限＝預金口座振替日

〃市役所閉庁(－部の施設は除く）

”円躍当審医＝テレホンサービス

g蚕休日叙急歯科笛瞭日=休日敢急歯科診鰯(市民会館内)9:Ⅱ~11:30

画人権・行政相駿＝市民相談室10:00～15:00
‘写消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
一心屋ごと相談＝布佐市民センター本館9:00～15:00
壷市民会館・市民図蜜館・鳥の博物館休館
臆参つつじ荘・西部福祉センター休館

－法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
壷つつじ荘・西部福祉センター休館

K壷消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

‐国民年金保険料納期限＝口座振替日

国民年鍔真ｺﾝｸー ﾙ作品

湖北座会創立13周年記念
r若者と宗教」講演会 干葉県立流山青年の家

｢生き生き成人塾」

ちば文化祭'95芸術
フェスティバル記念公演

シルノ吟ファッションショー
コンクール出場者・作品r第18回住宅デー」

親子工作教室･木造住宅相談

干 葉県不動
r不動産なんで

久寺家通り納瀬掘り大会

日曜当番医｡1週間の行事
ﾃﾚﾎﾝｻー ビｽ悪、慨


